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富山県の土地利用と森林の分布

石田仁.

Land Utilization and Distribution of Forest Types 
in Toyama Prefecture 

ISHIDA， Megumi・

The distributions of forest types and land types classified by the utilization fonns were 

studied by using vegetation maps and data files regarding the altitude in Toyama prefecture. 

Forest land occupies 63% of Toyama prefecture. Forests in the HilIy zone (Camellietea 

japonicae)， Montane zone (Fagetea crenatae)， Subalpine zone and Alpine zone are distributed 

mainly at altitudes of 1-400m， 600-1600m， 1800-2400m and 2400-3000m， respectively. 

The percentages of the secondary forest are 97% of forest area in the Hilly zone， 37% in 

the Montane zone， and 0% in the Alpine and Subalpine zones. In each altitude zone (200m 

cla鎚)， the percentages of secondary communities decreased accordingly with an encrease in 

altitude. In the region above the 1800m class， secondary communities are not seen. 

In Toyama， altitude is one of the most influential factors for predicting the distribution of 

forest types. 

富山県における森林タイプと土地利用の分布概要を現存植生図と国土数値情報の標高情報を用い

て調べた。森林は富山県面積の63%を占めていた。ヤプツバキクラス，プナクラス，亜高山帯，高

山帯の各森林は，主に，それぞれ1-400m， 600-1600m， 1800-2400m， 2400-3000mの標高域に

分布していた。

二次林面積は，ヤプツバキクラスの森林の97%，プナクラスの森林の37%であった。亜高山帯・

高山帯に二次林は分布していなかった。各標高帯 (200m刻み)ごとの，代償植生の占有面積は，標

高が増加するに従い減少した。 1800m以上の標高階では，代償植生は分布していなかった。富山県で

は，標高は森林タイプの分布をよく説明する環境因子の一つであると考えられる。

1. はじめに

富山県の約67%は林野で占められており川，県東部

の山岳地帯を中心に，自然度の高い森林植生域が発

達している 12)0森林は木材生産・特用林産物生産のみ

ならず国土保全・遺伝資源，さらには県民の憩いの

場として重要視され始めている。一方，戦後の高度

経済成長期以降の開発にともなう自然環境の破壊が

問題となってきている。森林の合理的利用と保護の
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ため，森林資源量，森林立地環境等に関する基礎資

料は今後ますます重要になると思われる。

この報告では，以上のような森林資源情報の必要

性から，現存植生図6)と国土数値情報8)の標高情報

(ks・1241)を用い，富山県の各森林タイプの面積，骨

布地域，分布標高の概要を明らかにした。

また，土地利用形態別に分類した 1)人の活動の

中心地で植被が希薄な地域， 2)人工的な植被に覆わ



２

れている地域，３)人の撹乱の後再生した二次植生に

覆われている地域，４)かつて大規模な撹乱の経緯を

経ず自然植生に寂われている地域，の各地域の分布

についても同様に検討した。そして，富山県におけ

る土地利用形態と二次林の標高分布特性の関連につ

いて考察した。

２．方法

２．１植生タイプの分類

使用した富山県の現存植生図（1/5万図幅，環境

庁：1979～1989発行）６)は，富山県下の全地域を，

解放水域等の植被のないタイプを含めて，Ｉ）亜寒・

高山帯自然植生，ＩI）亜寒帯・亜高山帯自然植生，

Ⅲ）プナクラス域自然植生，Ⅳ）プナクラス域代償

植生，Ｖ）ヤプツバキクラス域自然植生，Ⅵ）ヤプ

ツバキクラス域代償植生，Ⅶ）川辺･湿原･塩沼地・

砂丘植生，Ⅷ）植林地・耕作地植生，Ⅸ）その他，

の９グループ，６７種類の植生タイプに分類している

(表一｜）。

富山県下においてどの様なタイプの森林がどこに

どの様に分布しているか，また，人はどこに生活し

植生にどの程度影響を及ぼしているかを明らかにす

るため森林タイプ区分及び，土地利用形態区分とし

て植生タイプを次のように組合せ，再構成した。

この報告で「森林」とは主に山地部の立木地をさ

し，ササ草原や伐採跡群落のような無立木地は「森

林」としなかった。なお植生タイプの番号（アラビ

ア数字）と植生タイプのグループ番号（ギリシャ数

字）は表－１に対応している。

森林タイプ区分

1）高山帯自然林

（１．コケモモーハイマツ群集）

2）亜高山帯自然林

（８．オオシラビソ群集十９．コメツガ群落十１０．

カラマツ群落十11．ミドリユキザサーダケカンバ

群団十１２．キャラボク群団十14．ウラジロヨウラ

クーミヤマナラ群団）

3）プナクラス自然林

（15．ヒメアオキーブナ(群集)群団十16．マルバ

マンサクープナ群集十17．ジュウモンジシダーサ

ワグルミ群集十18．ドロノキーオオバヤナギ群落十

１９．ヤマハンノキ群落十20．ヒメヤシャブシータ

ニウツギ群落十23．ケヤキ群落十24．スギープナ

群落十25.サイゴクミツバツツジーツガ群集十26．

アカミノイヌツケークロベ群集十27．ハルニレ群

集十28.ハンノキーヤチダモ群集十30.イヌシデー

アカシデ群落）

4）プナクラスニ次林

（32.プナーミズナラ群落十33.クマシデ群落十36．

シラカンバ群落）

5）ヤプツバキクラス自然林

（37．ヒメアオキーウラジロガシ群集十38．ケヤキ

群落十39．ヤプコウジースダジイ群落十40．イノ

データプ群集十41．マサキートベラ群集十42．川

辺ヤナギ低木群落）

6）ヤプツバキクラス二次林

（43.コナラ群落十45.ヤマツツジーアカマツ群落）

7）人工林

（50．クロマツ植林十51．スギ(ヒノキ)植林十52．

カラマツ植林）

土地利用形態区分

1）活動域市街地・工場地帯・造成地等，人の活

動の中心地で,人による自然植生の破壊が著しく，

植被が希薄な地域（61．市街地十62．緑の多い住

宅地十63．工場地帯十64．造成地十67．広いコン

クリート地)。

2）利用域水田・ゴルフ場・造林地等，人工的に

造られた植生に覆われている地域（Ⅷ、植林地・

耕作地植生；例５１．スギ植林，５７．牧草地（ゴ

ルフ場)，５９．水田雑草群落など)。

3）代償植生域人の概乱の後，自然再生したが，

本来の自然植生タイプと異なっている地域（1V・

プナクラス域代償植生十ＶI・ヤプツバキクラス域

代償植生；例４３．コナラ群落，４４．ススキ群落

など)。

4）自然植生域かつて大規模な人為的撹乱の経緯

を持たず，その土地本来の自然植生によって覆わ

れている植生域（Ｉ・亜寒･高山帯自然植生十11．

亜寒帯・亜高山帯自然植生十Ⅲ、プナクラス域自

然植生十Ｖ・ヤプツバキクラス域自然植生十Ⅵ1．

川辺・湿原・塩沼地・砂丘植生；例１．コケモ

モーハイマツ群集，８．オオシラビソ群集，１５．

ヒメアオキーブナ(群集)群団，３７．ヒメアオキー

ウラジオロガシ群集など)。
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１．亜寒・遍山帯自然植生

１．コケモモーハイマツ群染［森］”

２．コメバツガザクラーミネズオウ群集

３．オヤマソエンドウーヒケハリスケ群集

４．コマクサーイワツメクサ群集

５．タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集

６．ミヤマイ群染

７．ショウジョウスケーィワイチョウ群集

１１．亜寒帯・亜高山帯自然植生

８．オオシラビソ群典［森］

９．コメッカ俳滞［卿

10．カラマツ俳滞［聯1

11．ミドリユキザサーダケカンバ俳岡（緑］

１２．キャラボク群川［鋤

13．シナノキン“イーミヤマキンポウケ群団

14．ウラジロヨウラクーミヤマナラ群IWI〔森］

１１１．ブナクラス域目魅植生

15．ヒノアオキーブナ（酢典）群間［樺1

16．マルバマンサクーブナ群典［森］

17．ジュウモンジシダーサワグルミ群襲［森］

１８．ドロノキーォォパャナギ群濡【森）

19．ヤマハンノキ研滞［森］

20．ヒメヤシャプシータニウツギ群落［森］

21．ブジアザミーヤマホタルプクロ群典

22．オオヨモギーオオイタドリ俳間

23．ケヤキ併滞［廠1

24．スギープナ肝滞［鋤

25．サィゴクミッバッッジーッヵ群巣［隊］

26．アカミノイヌ･ソケークロベ俳巣［隊］

27．ハルニレ跡処【樺］

28．ハンノキーャチダモ群災［庭］

29．フジアカショウマーシモツケソウ群濡

30．イヌシデーアカシデ群偏〔森］

31．イタドリーコメススキ群編

Ⅳ、ブナクラス城代償植生

32．プナーミズナラ群滞【森］

33．クマシデ群滞〔剛

34．ササJIK原

35．伐採時群編

36．シラカンバ群滞〔森］

Ｖ･ヤブツバキクラス域自然植生

37．ヒメアオキーウラジロガシ群集【綴］

38．ケヤキ群落［森］

39．ヤプコウジースダジイ群藩［鎌〕

40．イノデータプ群集（森〕

41．マサキートベラ群集［巌］

42．川辺ヤナギ低木群蒲［操］

Ⅵ、ヤブツバキクラス域代償植生

43.コナラ群落［森］

44．ススキ群落

45．ヤマツツジーアカマツ群落［綴］

Ⅷ、川辺・湿原・埋沼池・砂斤柚牛

46．ヌマガヤオーダ-

47．ヨシクラス

48．砂丘植生

49．ツルコケモモーミズゴケクラス

Ｖｍ植林地・麟作地植生

50．クロマツ植林〔森］

51．スギ（ヒノキ）植林［篠］

52．カラマツ柚林［森］

53．モウソウチク林

54．落葉果樹園

55．畑地雑煎群落

56．ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

57．牧革地（ゴルフ場）

58．ゴルフ場（牧煎地）

59．水田雑顛群落

60．苗回

ＩX・その他

61．市街地

62．緑の多い住宅地

63．工場地帯

64．造成地

65．解放水域

66．自然裸地

67．広いコンクリート地
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３．推定面頑の精度の検討

今回の面穣推定法では，緯度帯による３次メッシ

ュ面穣の変化を考慮し，各緯度帯における面穣を積

算する方法をとった。しかし，その糖度の問題は，

｢面積ＡＣをもつ地域に無作意におとされた点の総数、

と,ＡＣ内の特定地域Ａ‘の上におちた点数rから,特定

地域の面積Ａｊをどの程度正確に推定しえるか」とい

う問題とほぼ同質とみなした。以下ではこの観点に

たち検討する。

上の条件において植生タイプＡｉの面積が，

±Ａｏ/nの誤差範囲で推定される成功率Pは，

5）その他６５．解放水域（川･湖･ため池等)＋66．

自然裸地。

２．２各植生タイプの面積の推定

各植生タイプの面積の推定法には，点格子板の原

理を用いた。現存植牛図上5)に，国土数値情報の３次

メッシュ（緯度30秒，経度45秒の等緯度経度メッシ

ュ）を書き入れ，富山県にかかる全てのメッシュの

中央点（対角線の交点）の植生タイプを記録し，面

積推定のための資料を作成した。また，各標高帯ご

との植生面積算出のためのメッシュ中央点の標高は，

国土情報整備事業の一環として建設省国土地理院に

おいて作成された標高に関する国土数値情報資料

(ＫＳ,124-1)9)を用いた。

高緯度地方ほど格子点密度が高くなる歪みを補正

するため各緯度帯（３次メッシュ幅）ごとに各植生

タイプ面積を算出し，富山県全体として最終的にそ

れらを合計した｡すなわち,植生タイプの各面穣Ａｌ_〃

の算出は次式によった。

ソ加

Ａｉ＝ＺＰｉｆ２（⑥〕:）
ｊ＝１

｡'i～”：富山県最南緯度から最北緯度（３０

秒刻み）

Ｐｊ：各緯度帯で植生タイプA,上に落ち

た調査点の数

ｆ２（の）：緯度のにおける３次メッシュの面積

ｆ２（の)＝bf，（の）（b＝30×45×30.83）

30.83(、）：富山県地域の緯度１秒に対する弧

の長さ'１）

ｆ，（の）：緯度のにおける経度１秒に対する弧

の長さ（、）皿）

(-全一)'（竺孟生)卿~『Ｐ＝"Ｃｒ

０．１
００．２０．４０．６０．８１．０

面横

図一Ｉ求めようとする植生タイプの面横と成功率の関

係（、＝20)。面積が０と１の時,必ず真の値が

算出され，０．５のとき推定精度が最も低くなる。

Ａ
Ａ

ｎｒ

である。ＰとＡ‘/ACは,Ａ‘/ＡＣが０，もしくは１の時，

Pの値は１をとり，0.5の時に最小極限値をとる関係

にある（図－１）。

また，推定面積の標準偏差ぴは，

ａｃｏｓの

…･…………･…．(1)ぴ＝

ｅ：離心率ｅ２＝0.006694470

ａ：赤道半径6378136（、）
〃

なお,富山県の全面積Ａ･はＡＣ＝ＺＡｉで推定
ｉ＝１

される。

また，各植生タイプ(地域)の標高帯(200ｍ刻み）

ごとの面積の算出は，全標高の面積集計と並行し，

各標高帯ごとに集計した。

で表される。

富山県内におちる３次メッシュの中央点の数は，

4117点である。今回の面積推定法で，推定される面

祇が実際にどの程度ばらつくか，電算機の発生させ

る乱数列を用い,調査点数ＰＣを4000として,Ａ,/A・

が0.1％，１％，１０％，５０％のそれぞれの場合におい

て，各200回の推定を試みた。図－２は，それぞれの

４

f1(")=赤･而・
汀

ｉ
ｌ

、

０．４
/FEz罰F訂

Ｉ
Ｉ
Ｊ
，
。
ノ
／
／
ノ

確

率０．３



５

場合において推定された面積の頻度分布図である。

いずれの分布型も,真の面穣の近くで最大値をとり，

尖度β,･歪度βhは,正規分布のβ,＝Ｏ：β物＝３の値に

近い。推定値のばらつきは，式(1)と図－１で予想さ

れるように，５０％に近くなるに従い標準偏差が大き

くなる。推定面禰の頻度分布は，ほぼ正規分布と見

なせることから，その95％限界は，

告±'９６‘
で近似される。今回の面積推定法の精度は，推定誤

差が最も大きくなる50％の面積をもつ植生タイプに

おいて,95％の確率で±1.5％以内の誤差で推定が可

能であると考えられる。

変動係数は，Ａｉ/Ａ･が0.1％の時0.48,1％の時0.

15,10％の時0.04,50％の時0.02の値をとる。面積

割合が小さいほど,真の値に対する誤差割合が増す。

集，ハンノキーヤチダモ群集，イタドリーコメスス

キ群落，シラカンバ群落，ヤブコウジースダジイ群

落，イノデータブ群集，マサキートベラ群集，砂浜

植生，ゴルフ場(牧草地)，以上15種類の植生面積が

格子点にかからず計算されなかった（表－１）。

４．１森林の分布

富山県の森林面積は，県面積の62.3％に相当する

2662knfで，各森林面積は，高山帯(ハイマツ群落)47

1ｍ(1.1％)，亜高山帯329価(7.7％)，ブナクラス1252

1ｍ（29.4％)，ヤプツバキクラス517.6IqIf（12.2％)，

人工林517.41m？（12.2％）であった（図－３)。

この内二次林(代償植生）は，ブナクラスに37％，

ヤプツバキクラスに97％（91％がコナラニ次林）含

まれ，合計9901画（23.3％）であった（表一｜）。

森林は，平野部にほとんど分布しておらず，丘陵

から山地に限られている（図－３)。

各植生クラスの森林は，明瞭な垂直分布帯を形成

していた（図－４，５)。

ヤプツバキクラスは１～1000ｍ，ブナクラスは

200～2000ｍ，亜高山帯は1400～3000ｍ，高山帯(ハ

イマツ群落)は2200～3000ｍの標高帯に分布し(図一

４),ヤプツバキクラスとブナクラスは400～600ｍで

プナクラスと亜高山帯は1600～1800ｍで面禰割合が逆

転した(図－５)。亜高山帯針葉樹林を代表する植生

タイプであるオオシラビソ群集は，少なくとも2450

ｍまで,同じ亜高山帯に属するミドリユキザサーダケ

４．結果

各植生タイプの面積及び標高分布域の推定結果を

表－１に示した。算出された富山県の面祇は4256.6

1画で,公表値4252.3kmPと＋4.31ｍの差でよく一致した。

以下では，各推定値の前の「約」を省略する。また，

面積（瞳）直後の百分率で示した数値は，富山県全

面積に対する割合を示す。

６７種類の植生タイプ中，ミヤマイ群集，コメツガ

群落，カラマツ群落，キャラボク群団，ハルニレ群

0.1％

00の時の真の面械に対する推定値の

推定面積の頻度分布)。対象面積が

１０％,50％の時のそれぞれの場合で，

推定の値をもとにヒストグラムを作

。0.1％,１％,１０％の頻度分布咽は，

.9％,99％,90％の場合と等しい。

散4Ｃ

、_＝0.049％

3.1％、１％

爵２００回り〕_＝０．１５６％

頻

if血
０３４％

。ＯＣ

度
（
回
）

０％
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１
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』
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カンハ砕団は2860111まで分布していた.図 5町

2800 -3000111町線t，;dW"('，i抗，~~'，!i Ll rm:の森林而iWのí1nl合

が再度補加し50%に述したが，これはこの線市制に

以する 4 佑子 市のうち 2 山が~':j l l J 'Hrのコケモモーハ

イマツl}r-務， 他的 2 山が~II~ ~':j 1.I1.m:のミドリユキザサー

ダケカンパ群問であったことによった.日111117 と ~m

~':irll怖の森林では. 日 rtH出向方が明らかに向いj也j世

に分布町中心があるが(図 4 ) . 山頂付近の~，斜ITIi

にミドリユキザサーダケカンパ俳防の植生がしばし

ば発達する。

人工林(スギ人工林が96%を占める)は.1-1400 

111の範囲に分布しており .1 -200mの様EJ14青て叫iL
多<.それ以tで.椋日:5が明すに従い而仰が漸減し
た(図-4)。

4. 2 土地利用域の分布

土地利川形態によ 勺て分制された各h包h域のITWt

は，それぞれt'I然刷生域13501mi (31. 7%)，代{首相生

517.4(12.2%) 

域10印刷 (25.4%ト利用成14981mi(35.2%).活動

戚2561mi(6.0%)。その他731mi(I.7%)であった(図

6 ) 0 

日ILJ "I'~!tを'1'心とした地域に ， 前助成， 利JfJ J虫が.

集中しており， t'I然相生域は県東部および東南部の

北7Jレプス 11 1塊に ~~ ' I' している(図 6 ) 0また，代

償納生城は，利)lJ域的外縁付近，手IJ川域と t'I然植生

域内砂行部分に分布している。

200mまでのj也.:wでは，活動域内ほとんど，.j'IJ川域
内大半が分布し(図ー7)可利用成と活動域内合計ilii

般は78%に述Lている(図-8)0自然純生城は，200 

mまでの地上空にはほとんど分布していないが.200m 

以上で傾向が附すに従い漸増l.80001て"50%に.さ

らに1800111以上て'ほほ100%に述する (図-8)0代償

級生域は.1 -1800111のJ也;m:に分布し.200m'1日(l

-200m)で20%.400m;IWて"55%，60011l'm:て'ほぽf品
大内60%に述する.そして.600111以上て二漸減し
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1200～1400ｍの標商帯で10％以下にまで減少する。

森林の而破は，利用域に35％(すべて人工林)，代

償植生域に89％(コナラ群落等)，自然植生域に88％

(オオシラビソ群集等）含まれていた。

花粉化石'０，１５),埋没林Ｉ'2,5』I)等から示唆されている。

しかし，現花では，土地利用のため平野部に森林は

ほとんど分布していない(図－３)。また，ヤブツバ

キクラスの森林の97％,ブナクラスの森林の37％は，

代償植生とされる二次林によって占められていた(表一

｜）。ブナクラスより上の亜高山帯，高山帯には，人

為撹乱によってもたらされた二次林はなかった。森

林植生は人為的撹乱の影響を強く受け，平野部では

ほとんど破壊しつくされ，標高が高くなるにしたが

い自然林の割合を増す傾向がある。

富山県の地勢は，西部･南西部の丘陵地帯と東部・

東南部の北アルプス山岳地帯，およびそれらの山地

によって取り囲まれた沖積平野によって特徴付けら

れる。標商200ｍまでの地域（1648kmf[38.8％]）は，

ほとんどが平卿'であり，その80％近くが住宅地・工

場地帯･水川等として人に利用されている(図－８)。

そして，この標商200ｍまでの地域は，活動域の98％

を含んでおり，海山県における人の活動拠点になっ

ていると見なされる。

富山県では,古くから製炭業が行われ'7),'１１村の人々

は周囲の天然林を薪炭林として種極的に利用してき

た(特に戦前まで)。そのため，山村周辺の天然林は，

社叢林や諒持ち林等の例外を除いて，ほとんどが二

次林である。ヤブツバキクラスやブナクラスの森林

の多くが二次林で占められているのは，これらの森

林の分布が人の生活圏とよく一致しているためであ

ろう。

５．考察

富山県では，同然度の高い原生的な植生区域の県

土面祇に占める削合は30.9％（本報の推定値は31.7

％)と全国平均の22.8％よりも高く7)，北海道，沖純

についで全国第３位，本州では第１位にランクされ

ており貴重な自然がよく残されているとされている'2)。

逆に，人為的な影響を受けている植生域は，県而破

の約67％に達している(図－３)◎今日では，人為的

撹乱は植生タイプに影響を及ぼす重大な要IkIとなっ

ていると考えられる。

富山ﾘ,!；の森林の総而稜は2662knF（62.6％）で，そ

の内，原生状態に近い自然林が1155kmf(27.1％)，二

次林が990knf（23.3％)，人工林が517％（12.2％）で

あった。

各植生クラスの森林の標高分布をみると，ヤブツ

バキクラスで１～400ｍ，ブナクラスで600～1600ｍ，

亜高山帯で1800～2400ｍ,高山帯で2400～3000ｍの範

囲に主たる標商分布帯を形成していた(図－４)。、

然植生と代悩械生を統括した植生クラスのレベルで

は，森林は標商によってよく予測される。

一方，かつては平野部にも，森林が広く分布して

いたことが各地の堆種物から出土する植物遺体･$･8．'6)，

１
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、'■■q■Om1■■瓦即BOd』ﾛﾛqＭ

商山帯
'8１０

､ﾛ■■■■､]

ヤブツバキ据
一一一一一一ユ■

クラス
■･■■■qEODo8DR0Ⅱl巳■Q■B凸凸■Ⅱ凸a■■

面
6０－

富林技研報３’9０

ブナクラス

砿
（
％
）

■Q■師■㎡E■d凸ａｎ■■■■■■■b■

■■■■■■■■■■■■■■

－

－

－

2０－ 凸凸“５句馨

蕊
皿■’ＤＭ'０，ｐ･’・ＪＫｍｐＤロｏｑｑｑｐ…ＤＤＬハＰ

ｊ、４．‘'.,j':.：；；，?.‘1111撚粥...｡

鍵謹 ■b■□

ｈｅ卜q!

０－

０ ４００８００１２００１６００

標高（、）

各植生クラスの探林の標高帯ごとの而祇割合

2000２４００２８００

図'－５



１０７９．，

８

1000

５００

０

■
■
■
ｐ
■
■
■

そ の他

1０００

５００

0

1000

５００

0

1000

５００

0

1000

５００

０鴬

I』l然械生域

面

I壷＝－－
誠
（
賊
）

０１０００２０００３０００

機洲（、）

図－７土地利用形態別械生城の各標

高帯における面械

代償植生域

1弓

０

利用域

図'－６

ヨ?乱4(L7%）
１－

その他

自然植生域

代償植生域

利用域

活動域

1349.9(31.7％）
＝

'.4(25.4％）

'1497.7(35.2％）

その他

活励域

１００

８０．－Ｉ

蕊鯛

同然植生域

256.2(6％）

面60-Ｉ

200４００６００８００１０００１２００１４００１６００

而砿（km:）

Total：4256.63knf（100.073％）

腐山ﾘ１１:内における土地利用形態別植生域の分布と而棚

彼

利用域鶴
2400２８００

代価械生域

０４００８００１２００１６００２０００

標商（、）

図－８土地利用形態別植生域の各標樹滞における而破割合

Ｆ

Z40-l



文

１）藤井昭二：小泉遺跡（小泉遺跡の埋没林の意

義)，大門町教育委員会，（1982)，ｐ､73-83

2）藤井昭二ほか：入善吉原沖海底林調査報告書，

入善町教育委員会，（1983)，ｐ､64

3）長谷川幹夫：富山県におけるコナラの垂直分布，

第33回日本林学会中部支部講演論文集，１９５－

１９８（1985）

４）林昭三：椎土遺跡･塚越貝坪遺跡発掘調査概

要（椎土遺跡出土木炭の樹種)，小杉町教育委

員会，（1988)，ｐ､41-45

５）林昭三・島地謙：小泉遺跡（埋没林の樹

種)，大門町教育委員会，（1982)，ｐ､79-81

６）環境庁：富山県現存植生図(縮尺１：50000)，

日本野生生物研究センター，１９枚，（1989）

７）環境庁自然保護局：日本の自然，大蔵省印刷

局，（1982)，ｐ､249.

8）粉川昭平･吉井亮一：北陸自動車道遺跡調査報

告（江上遺跡群出土の種実遺体)，上市教育委

員会，（1984)，ｐ,79-88

９

戦後，拡大造林政策により，盛んにスギ造林が行

われてきた｡有峰や利賀などでは約1400ｍの山地にま

で及んだ。林道網も拡張しつつあり，有峰湖一祐延

湖間の林道小口川線は1600ｍ近くにまで達している。

しかし，標高が増すに従い，山間部に深くわけ入

る事になり，地形が急峻になったり，積雪が増加し

たりして活動条件が厳しくなる。標高が増加するに

従い植生に対する人為的な影響が急激に減少する傾

向（図－８）は，この理由によるものであろう。そ

して，人為の影響が植生を大きく改変する限界標高

は現在のところ1600ｍまでである。

富山県では，標高は，森林の垂直分布と人為的な

撹乱程度と密接な関連があり，森林のタイプを説明

する重要な環境因子であるといえる。

今回は，現存植生図を用いて森林タイプの分布の

検討を試みた。富山県全域を対象として森林タイプ

の分布概要を把握しようとする場合，今回使用した

植生図は，現時点でもっとも有効な資料であると思

われる。しかし，個々の群集や群落の分布について

は，一部現地調査結果3)と一致しない場合があった。

表一｜に示す個々の群落・群集の標高分布範囲は，

植生図と解析方法の精度から考慮して，おおよその

目安と見なすべきものであると思われる。
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